
                                                

  

 29 日の「肉の日」の Special な授業に出藍の誉れを得る  

９月２９日（月）５校時、２年４組にて饒波志音先生が数学の授業を公開しました。本時のねらいは、具体的

な事象の中の数量関係を 1次関数とみなし問題を解決することです。生徒にとっては身近にある焼き肉店の料

金設定を題材に３つあるプランの中から、どのコースが一番お得（安く）なるかを、主にグラフを用いて課題

解決していきました。志音先生の持ち前の明るさと生徒との軽快なやりとり（導入）のなか、事象を数学化し

て考えていく上で、1次関数としての重要なポイントをおさえつつ、生徒は試行錯誤しながら自力解決→グルー

プ→全体共有と数学科の問題発見・課題解決の過程をスムーズに循環させることで、特にグラフで表すことの

有用性を実感できた授業となりました。多少 Cコースの料金設定の特殊性（※数学の問題らしくするため） 

に戸惑う生徒も見られましたが、well-madeな問題にしていくための細かな数字の設定や事前の教材研究の深

さなど充分感じることができました。 

右も左も分からず教員生活をスタートして数年、ここまで成長しているとは🤔指導教官として突き落とす千尋

の谷はもうなかったのですね。志音先生、勉強になる授業をありがとうございました😄 
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